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 本稿もこの一環であり、この文献選択を見れば評者（大野精一）の学校教育相談（スクールカウ



































 本書の訳者が共訳者として関わった E・キーン（吉田・宮﨑訳）『現象学的心理学（原著題・A Primer 














うなことであるのか What is it like to live through that experience？」あるいは「心理学的に言って、そ
の人が（その人を）通して生きて経験したことの、基本的な意味は何か What is the basic meaning, 
psychologically speaking of what the person has lived through？」として整理されている。さらに第二に
それらを解明する方法を基礎づける「最善の接近 the best accses（そのための基準あるいは規準
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学的心理学的研究の主題なのである。」（137 頁：p.119）ここで問題となっているのは、「実際の
現実性 actual reality」や「実際の真実性 actual veridicality」ではなく、対象や出来事がその人にとっ
て「どのように現前したか」である（136 頁：p.118）。 
 こうなるともはや仮説－検証アプローチ an hypothesis-testing approach や自然科学の基準・規準
natural science criteria では問いに対する最適な方法とは言えず、全体論的 holistic で発見的アプロー
チ discovery approach が求められる。これこそ人間科学の基準･規準 human science criteria に基づく現
象学的アプローチ phenomenological approach なのである（141、147 頁：pp.123,128）。本書は開放
性と厳密性を伴うものとしてこの独自なアプローチ（方法）を基礎づけるものであり、さらに具体








 自然科学の基準（規準）  人間科学の基準（規準） 
 
実験化(experimentation) その他の研究様式(other research modes) 
量（数量）(quantity)  質(quality) 
測定(measurement) 意味(meaning) 
分析－総合(analysis-synthesis) 解明(explicitation) 
決定された反応(determined reaction) 志向的反応(intentional response) 
同一の反復(identical repetition) 変容を通じての同一性(identity through variations) 
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「意識は意味付与行為 signifying act を実行する。この行為は意味を確立するが、その意味は充
足されることを求める。すなわち、その行為は対象へと方向づけられており、それは、特定の、
しかし空虚な、意味を完全に満たすであろう対象である。ひょっとするとその意味を満たしそ
うだという対象はたくさん在りうる。しかし、その対象がその意味を正確に満たすまで、意識
はその正確な解決を求め続ける。」（152 頁：p.113） 
 
 私は小泉・小林両先生の問いかけに対する「意味充足 fulfillment」の意識の旅を続けてきたわけ
である。率直に言ってただまだ「不満足な unsatisfactory 充足」であるので、この旅はまだまだこれ
からも続くのである。 
